
村田けい子です

みなさんのご意見・ご要望をお寄せ下さい。フェイスブックやっています。
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台
風
の
余
波
で
、
稲
が
倒
伏
し
た
田
が
あ
ち
こ
ち
に
散
見
さ
れ
ま

す
。
台
風
被
害
に
遭
わ
れ
た
み
な
さ
ん
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

突
然
の
総
選
挙
で
、
巨
大
与
党
が
誕
生
し
ま
し
た
。
今
回
の
選
挙

の
結
果
は
小
選
挙
区
制
の
マ
ジ
ッ
ク
と
、
野
党
の
分
裂
に
よ
る
多
党

立
候
補
で
の
自
民
党
の
「
漁
夫
の
利
」
と
い
え
ま
す
。

冒
頭
解
散
と
同
時
の
「
希
望
」
の
党
の
旗
揚
げ
、
民
進
党
の
解

体
・
合
流
な
ど
で
野
党
共
闘
に
大
き
な
ク
サ
ビ
が
打
ち
込
ま
れ
、
市

民
運
動
に
も
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
が
。

し
か
し
日
本
共
産
党
は
ぶ
れ
ず
に
「
市
民
と
野
党
共
闘
」
を
堅
持

し
、
社
民
党
と
新
た
に
生
ま
れ
た
立
憲
民
主
党
・
無
所
属
と
共
闘
し
、

自
民
党
と
の
一
騎
打
ち
で
競
り
勝
ち
３
野
党
全
体
で
38
か
ら
69
議
席

へ
大
き
く
増
や
し
ま
し
た
。

全
国
２
８
９
小
選
挙
区
の
う
ち
、
２
４
９
で
の
野
党
候
補
の
一
本

化
の
た
め
に
、
日
本
共
産
党
は
67
選
挙
区
で
、
候
補
者
を
取
り
下
げ

る
な
ど
共
闘
勢
力
の
前
進
に
貢
献
。
32
選
挙
区
で
野
党
候
補
が
勝
利

を
収
め
ま
し
た
。
３
区
で
も
社
民
党
の
自
主
的
支
援
を
得
て
、
票
を

伸
ば
し
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
」

力
合
わ
せ
て
ス
ト
ッ
プ
を
！

さ
て
、
い
よ
い
よ
憲
法
を
め
ぐ
っ
て
の
攻
防
が
本
格
化
し
ま
す
。

政
府
は
来
年
の
通
常
国
会
に
も
自
民
党
の
改
憲
案
を
提
示
し
、
本
格
的

な
改
憲
議
論
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
が
本
番
で
す
。
「戦
争
す
る
国
」を
望
ま
な
い
市
民
と
野
党
が

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
大
き
な
運
動
を
展
開
し
ま

し
ょ
う
。
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
ご
一
緒
に
考
え
、
行
動
し
て
い

き
ま
す
。
引
き
続
き
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

台
風
の
被
害
に
遭
わ
れ
た

み
な
さ
ん
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ

浅
間
山
冠
雪

深
ま
る
秋

浅
間
山
が
冠
雪
。

青
空
に
映
え
て
い
ま

す
。
日
ご
と
に
色
づ

く
モ
ミ
ジ･

カ
エ

デ
・
イ
チ
ョ
ウ
・
桜
。

山
は
錦
に
彩
ら
れ
て

い
ま
す
。
信
州
の
秋

は
色
鮮
や
か
で
す
。

今
年
は
長
雨
の
せ
い

で
し
ょ
う
か
、
色
づ

き
が
遅
れ
て
い
る
よ

う
な
、
発
色
が
今
一

つ
で
す
が
そ
れ
で
も

青
空
に
映
え
て
鮮
や

か
さ
が
際
立
っ
て
き

ま
し
た
。
一
目
千
両

で
す
。
深
呼
吸
を
し

ま
し
た
。

車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
に
霜
の
花
。
厳

し
い
冬
は
も
う
す
ぐ
。

温
泉
が
恋
し
い
季

節
、
お
で
ん
・
お
鍋

が
嬉
し
い
季
節
到
来

で
す
。

台
風
に
よ
り
路
肩
の
崩
れ

た
道
路

相次ぐ台風による強風・豪雨で、あちこちで倒木による停電や通行止め、路肩の崩
れなど災害が起こりました。特に収穫間近のリンゴなどが大量に落下。売り物にもな
らず穴を掘って埋めてしまったとのこと。どんなにか無念だったことでしょう。リン
ゴの被害は4700万円にも及ぶとのことです。自然が相手の農業や漁業。損失補償や所
得補償が必要だと思います。

９月議会
報告

力
を
発
揮
し
た

「
野
党
共
闘

+

市
民
連
合
」

お世話になりました。
引き続きみなさんと力
を合わせて命が大切
にされる社会めざして
頑張ります。

【衆院選挙区】
小金沢ゆか

倒
木
が
あ
ち
こ
ち
で

り
ん
ご
が
落
下
は
１
割
に
も



小学校のグラウンドの南側町道に歩道を整備し、幅９ｍ、２車線の道路に
拡幅整備する問題で、平成４年度の卒業生が記念樹として植えたポプラの伐
採計画が明らかとなり、該当の子どもたち（現在37才位）と保護者から「ポ
プラを残して」と声が挙がり、町長への嘆願書や署名運動が起こった問題で、
「記念樹であればポプラを残すべきではないか」の立場で質問しました。 立科小学校の３本のポプラ、立科小学校のシンボ

ルになっている。

Ｑ、町長に出された署名の数は？ ８月２５
日に 2,930筆、その後追加で合計で3,211筆。
町民の２人に一人が、「切らないでほしい、残
してほしいと考えている」ということ。「この
思いを受け止めている。」と町長・教育長は答
弁しました。

Ｑ、「ポプラが危険になっている」との話もある
が、最低限の危険の除去対策は？
ポプラは成長が早いため、風にあおられると

弱い。枝打ちは必要。２又になっている幹の選
定も必要と考えている。

Ｑ、小学校の周りの道路を整備すれば交通事故の危険も増すの
でないか。歩道の設置だけで、拡幅工事はやめたらどうか。
歩道の設置と拡幅ということで県の社会資本整備資金の補助

（6割）をもらえる。

「町民の方が納得いくようよく話し合いをすべき」と質問を閉じました。
…その後、町は「移植」方針を示し、住民に拒否されると一転、11月7

日の議会全員協議会に「伐採」方針を伝えました。その折も住民の
みなさんと直接話し合うことはなく一片の通知を手渡しただけでした。

「ポプラを残して！」住民の切実な思いを質問

【一般質問】その１

＊＊9月議会ではまだ、建設事務所と調整中ということで詳細な答弁はありませんでしたが、町は、町

民の署名運動を受けて、県との調整も行い、ポプラを残しグランド側に歩道・南側に車道を作る場合
の詳細な検討を行いました。おおよそ1,400万円かかることが分かり、木を移植した方が安い（約1200
万円）との判断で移植をうちだしました。会のみなさんの「移植は望まない」の声で当初の計画通り
伐採を決断したとのことです。
予算審議の中で、小学校線の整備について、ポプラが「記念樹」であることをしっかり認識しない

まま了承した議員も多いと思われます。また町も記念樹であることを知った前年の夏の段階でしっか
り住民のみなさんと向き合っていれば、こんなに後味の悪い思いをする結果にならなかったと思いま
す。住民の想いを受けて残すことはできないのでしょうか。「住民の想いを想いとして」（町長の所
信表明）とはいったいどうあるべきでしょうか。大きな課題を残しました。

【９月議会の議案審査から】

福祉医療費窓口負担が５００円だけ

に （来年８月１日から）

皆さんの運動が実りました。

①対象者 0～18才 916
名 （平均2,500円）

・0～就学前 261人
（平均3,400円）

・就学児童から18歳まで
655人（平均4,400円）

・働いている人も対象です。

月平均2～4,000円掛かっていた
医療費（平均）が一と月500円 に
なります。調剤を含めると1,000円
ですみます。

②長野県としては、小中学生の
入院だけを対象にしているので、
通院分と、高校生の医療費分は
町独自の無料制度となっていま
す。

③国のペナルティ 約5百
万円

国は医療費窓口を軽減す

る制度にしている自治体に対
して「財政に余裕がある」とし
て、今でも交付金を減らしてい
ます。さらにこの改善で「医療
に係る人が増える事」を理由
に、本来交付しなければいけ
ない金額が減らされる見込み
です。予想として500万円。

今後はこの自己負担金を
無くす運動が必要ではない
でしょうか。私が住んでいた
神奈川県では自己負担金を
無くすように運動があり文字
通り無料です。

【一般質問】その２

町所有の大型バス、
町民が活用できるよう
にすべきでは？
町のバスは3台あるが、その利用は

低調です。税金で買ったものなので、
町民の様々な団体や活動に使えるよ
うにして有効活用するべきではない
か。との立場で質問。
しかし事故などの保障はあくまで

も町主催の行事や事業に使うことを
前提に保険が組まれており、そのた
め、11団体20事業に限られていると
のこと。

町長は「当時とは状況も
変化しており、町の財産
を町民に使ってもらえる
ようもう一度検討した
い」と答えました。
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